
|

「

雑

事

要

戦

国

期

近

衛

家

の

家

産

経

済

の

記

録

録
」
・
「
雑

近
衛
政
家
の
「
後
法
興
院
記
」
、
そ
の
子
尚
通
の
「
後
法
成
寺
尚
通

公
記
」
（
以
下
「
尚
通
公
記
」
と
略
称
）
は
、
応
仁
・
文
明
期
か
ら
天
文
期

に
か
け
て
の
公
家
の
生
活
や
、
当
時
の
社
会
情
勢
を
よ
く
伝
え
て
い
る

日
記
で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
か
ら
は
、
経
済
面
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
生
活
基
盤

で
あ
る
家
領
か
ら
の
収
入
や
日
常
の
収
支
等
は
、
充
分
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

近
衛
家
の
家
領
に
つ
い
て
い
う
と
、
古
く
鎌
倉
時
代
成
立
の
「
近
衛

①
 

家
所
領
目
録
」
が
あ
る
が
、
「
目
録
」
で
あ
る
た
め
、
近
衛
家
領
の
所

在
は
わ
か
っ
て
も
、
そ
の
運
営
状
況
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

幸
い
陽
明
文
庫
に
は
、
「
雑
事
要
録
」
と
「
雑
々
記
」
の
二
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
戦
国
期
の
近
衛
家
の
家
領
運
営
を

は
じ
め
、
日
常
の
収
支
を
記
し
た
も
の
で
、
「
後
法
興
院
記
」
や
「
尚

通
公
記
」
を
経
済
面
か
ら
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
。

両
記
録
の
一
部
は
『
大
日
本
史
料
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

両
記
録
を
用
い
た
先
学
の
業
績
に
は
、
平
山
敏
治
郎
「
多
羅
尾
氏
に
つ

い
て
」
（
『
史
林
』
第
二
四
巻
第
四
号
）
•
清
水
三
男
「
摂
関
家
大
番
保
」

（
『
清
水
三
男
著
作
集
』
第
二
巻
・
校
倉
書
房
）
•
吉
村
亨
「
戦
国
期
の
近
衛
家

領
に
つ
い
て
」
（
『
地
域
研
究
い
た
み
』
七
号
・
伊
丹
市
行
政
資
料
室
）
・
同

「
近
衛
家
領
研
究
序
説
」
（
『
中
世
日
本
の
歴
史
像
』
・
創
元
社
）
・
『
宇
治

市
史
』
第
二
巻
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
竹
内
理
―
―
-
「
日
本
荘
園
史
」
（
『
日

本
歴
史
』
一
三
七
ー
一
六
二
）
・
柴
田
賓
・
高
取
正
男
編
『
京
都
府
下
の
地

名
』
（
日
本
歴
史
地
名
大
系
•
平
凡
社
）
で
は
「
雑
事
要
録
」
・
「
雑
々
記
」

に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
考
で
は
、
両
記
録
の
紹

介
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
両
記
録
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
中
か
ら
特
定

の
年
代
を
選
び
、
近
衛
家
の
家
産
状
況
に
つ
い
て
、
具
体
的
考
察
を
試

み
た
い
と
思
う
。

々

記

」

に

渤

つ

し)

JI I 

て
ー
—
,

敏

治
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ま
ず
、
「
雑
事
要
録
」
か
ら
紹
介
す
る
と
、
現
在
陽
明
文
庫
に
は
文

明
十
二
年
分
・
同
十
四
年
分
・
文
亀
二
年
分
を
欠
い
た
、
文
明
十
年
か

ら
永
正
二
年
ま
で
の
二
三
冊
が
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

体
裁
は
、
第
一
冊
目
の
文
明
十
年
分
を
例
に
み
る
と
、
縦
一
五
・
三

文
明
十
年

セ
ン
チ
、
横
ニ
ニ
・
八
セ
ン
チ
の
表
紙
で
、
中
央
に
「
雑
事
要
録
こ

と
墨
害
さ
れ
、
そ
の
下
に
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
世
の
整

理
の
際
に
押
印
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
各
冊
と
も
同
様
の
体
裁
で
、
一
年
ご
と
に
表
紙
が
付
け
ら
れ
、

「
雑
事
要
録
廿
八
丑
[
」
ま
で
続

V
o
永
正
二
年
は
近
衛
政
家
の
斃
じ

た
年
（
六
月
十
九
日
蒻
）
で
あ
る
た
め
、
一
部
に
政
家
の
書
体
と
異
な
る

部
分
が
あ
り
、
記
述
も
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
吉
村
氏
も
指
摘

R
 

さ
れ
た
よ
う
に
、
政
家
斃
去
後
、
家
司
の
筆
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。「
雑
事
要
録
」
の
記
載
内
容
お
よ
び
構
成
は
、
一
定
の
類
型
化
し
た

形
式
を
と
り
項
目
と
と
に
収
支
貸
借
を
記
入
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

項
目
は
、
年
に
よ
っ
て
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
主
な
項
目
は
、
田

〔
家
領
〕
・
図
自
処
々
之
礼
物
・
国
遣
処
々
礼
物
・
田
関
白
渡
領
事
・

国
八
朔
事
・
国
米
銭
事
・
図
下
行
物
事
な
ど
で
あ
り
、
ほ
か
に
、
「
東

（

足

利

毅

政

）

（

後

の

一

乗

院

良

営

）

山
殿
御
移
徒
御
礼
馬
代
」
（
文
明
十
五
年
分
）
、
「
小
童
入
室
色
目
条
々
」

（
文
明
十
六
年
分
）
、
「
元
日
節
会
出
仕
入
目
」
（
延
徳
四
年
分
）
な
ど
、
必

要
に
応
じ
て
特
定
の
項
目
を
設
け
、
収
支
を
記
入
し
て
あ
る
。
特
に
長

享
二
年
分
に
は
、
「
御
仏
事
以
下
入
目
」
と
し
て
、
政
家
の
父
房
嗣
の

葬
儀
費
用
が
細
か
く
記
入
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
諸
家
か
ら
の
香
典
の
額

（
頼
母
）

の
記
入
も
あ
る
。
ま
た
「
憑
子
事
」
（
明
応
七
年
分
）
な
ど
興
味
あ
る
項

目
も
み
ら
れ
る
。

次
に
右
に
み
た
主
な
項
目
の
内
容
を
順
序
に
従
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

田
〔
家
領
〕
各
冊
の
冒
頭
に
は
、
近
衛
家
の
家
領
名
を
列
挙
し
、
収

入
を
記
入
し
た
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
を
と
り
あ
え
ず
、
私
に
〔
家
領
〕

と
し
た
。

毎
年
、
家
領
名
を
書
き
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
領
名
の
後
に
、
収
入

を
記
入
す
る
た
め
空
白
部
分
を
作
っ
て
あ
る
。
年
に
よ
っ
て
は
収
入
が

な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
記
入
が
な
く
空
白
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
家
領
も
あ
る
。

建
長
五
年
の
「
近
衛
家
所
領
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
近
衛

④
 

家
に
は
―
二
五
個
所
の
家
領
が
あ
っ
た
。
し
か
し
「
雑
事
要
録
」
記
載

の
家
領
を
数
え
る
と
、
戦
国
時
代
に
は
一
―
五
個
所
（
屋
地
子
銭
等
も
含

む
）
に
減
少
し
て
い
る
（
後
掲
「
戦
国
期
近
衛
家
領
表
」
参
照
）
。
さ
ら
に
右

の
よ
う
に
、
収
入
の
記
入
が
な
い
家
領
が
あ
る
こ
と
は
、
当
時
―
―
五

個
所
の
家
領
す
べ
て
か
ら
毎
年
収
入
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
収
入
の

あ
る
家
領
数
は
年
ご
と
に
変
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

家
領
に
よ
っ
て
は
、
そ
こ
か
ら
入
る
米
・
公
事
銭
・
公
事
物
等
に
つ

い
て
細
か
い
内
訳
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
収
入
の
記
入

の
中
に
は
、
翌
年
か
翌
々
年
の
追
記
に
か
か
る
も
の
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
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す
な
わ
ち
、
当
該
年
分
は
未
進
と
な
り
、
翌
年
も
し
く
は
翌
々
年
に
な

っ
て
か
ら
納
め
ら
れ
た
場
合
は
、
納
め
ら
れ
た
年
で
は
な
く
、
本
来
納

め
る
べ
き
年
に
戻
っ
て
、
そ
の
年
の
当
該
家
領
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
（
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
三
節
田
〔
家
領
〕
項
参
照
）
。

文
明
十
五
年
分
か
ら
は
家
領
の
う
ち
、
個
人
の
知
行
分
と
し
て
「
禅

⑤

⑥

⑦
 

閤
様
知
行
所
」
・
「
御
霊
殿
知
行
所
」
・
「
端
御
所
知
行
所
」
が
明
確

に
区
分
け
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

固
自
処
々
之
礼
物
近
衛
家
と
交
際
が
あ
る
諸
家
か
ら
到
来
し
た
品
お

よ
び
金
銭
な
ど
の
収
入
を
記
載
し
て
あ
る
。
家
領
の
代
官
補
任
料
も
記

入
し
て
あ
る
が
、
前
項
〔
家
領
〕
と
の
重
複
記
入
の
年
も
あ
る
。

国
遣
処
々
礼
物
前
項
と
は
逆
に
、
近
衛
家
と
交
際
の
あ
る
諸
家
へ
贈

っ
た
品
お
よ
び
金
銭
の
記
入
で
あ
る
。

囚
関
白
渡
領
事
代
々
藤
原
氏
の
長
者
が
継
承
す
る
所
領
、
い
わ
ゆ
る

殿
下
渡
領
の
こ
と
で
あ
る
。

政
家
の
関
白
就
任
は
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
二
月
三
十
日
で
、
同

十
五
年
二
月
二
十
四
日
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
ま
た
尚
通
の
関
白
在

任
は
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
三
月
二
十
八
日
か
ら
同
四
月
二
十
六
日

⑧
 

ま
で
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
右
の
関
白
在
任
中
の
間
の
「
雑
事
要
録
」
に
は
こ
の

項
目
が
設
け
ら
れ
、
渡
領
別
に
収
入
の
記
入
が
あ
る
。

「
雑
事
要
録
」
文
明
十
一
年
分
記
載
の
関
白
渡
領
の
う
ち
、
収
入
の

あ
っ
た
渡
領
を
示
す
と
、
巽
口
関
・
坤
口
関
・
乾
口
関
・
艮
口
関
、
鹿

田
庄
（
備
前
）
、
桑
村
、
田
原
村
（
丹
波
）
、
宇
治
散
在
（
山
城
）
、
橋
本
庄

（
備
中
）
、
伊
保
庄
（
播
磨
）
、
河
上
庄
、
佐
々
江
大
谷
両
庄
（
近
江
）
、
賀
茂

村
、
成
安
名
、
中
川
原
（
摂
津
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

国
八
朔
事
八
朔
に
禁
裏
・
竹
園
（
親
王
家
）
・
将
軍
・
家
司
等
と
の
間

に
行
わ
れ
た
贈
答
品
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

困
米
銭
事
政
家
が
貸
し
付
け
た
米
や
銭
の
控
で
あ
ろ
う
。
貸
し
出
し

た
日
・
相
手
・
金
額
な
ど
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
利

平
（
利
息
）
を
付
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
抹
消
さ

れ
て
お
り
、
判
読
が
容
易
で
な
い
。
返
済
と
と
に
抹
消
し
た
の
で
あ
ろ

』

9団
下
行
物
事
こ
の
項
目
は
、
年
に
よ
り
繁
簡
が
あ
る
。
下
行
し
た
月

日
・
相
手
・
金
額
が
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
下
行
月
日
・
金
額

だ
け
の
記
入
の
年
も
あ
り
、
下
行
相
手
が
不
明
の
も
の
も
あ
る
。

以
上
が
「
雑
事
要
録
」
の
主
な
項
目
の
紹
介
で
あ
る
が
、
次
に
「
雑

々
記
」
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

「
雑
々
記
」
の
名
は
「
後
法
興
院
記
」
に
散
見
さ
れ
、
初
見
は
文
正

元
年
（
一
四
六
六
）
十
月
二
十
日
の

石
璽
預
置
記
録
五
十
合
之
内
三
合
芯
窄
弐
笞
p
寄
畢

で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
応
仁
の
乱
の
勃
発
寸
前
に
、
危
険
を
避
け
る

た
め
「
代
々
御
記
等
伍
十
合
」
（
「
後
法
興
院
記
」
文
正
元
年
八
月
九
日
）
を
石

蔵
（
岩
倉
）
の
実
相
院
へ
預
け
た
の
で
あ
る
が
、
必
要
が
生
じ
召
し
寄
せ

た
と
き
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
雑
々
記
」
は
洛
中
に
戦
乱
が

起
っ
た
と
き
な
ど
、
他
の
記
録
類
や
道
具
類
と
と
も
に
疎
開
さ
せ
て
い
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る。
現
在
、
「
雑
々
記
」
九
冊
は
、
茶
色
の
表
紙
で
装
丁
さ
れ
、
―
つ
の

峡
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
は
い
ず
れ
も
新
し
く
、
一
目
で
後
世
の

も
の
と
わ
か
る
。

一
冊
目
か
ら
八
冊
目
ま
で
は
、
表
紙
の
次
に
後
世
に
貼
付
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
付
箋
（
縦
六
梵
、
横
三
究
）
に
、
一
か
ら
八
の
番
号
が
付
与

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
九
冊
目
に
は
付
箋
が
な
い
が
、
以
下
本
稿
で
は
、

こ
れ
を
第
九
冊
目
と
す
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
順
序
に
従
っ
て
、
紹
介
し
て
い
こ
う
。

第
一
冊
目
表
紙
は
原
本
に
合
わ
せ
た
大
き
さ
で
（
以
下
同
じ
）
、
縦

一
三
・
五
セ
ン
チ
、
横
ニ
ニ
・
八
セ
ン
チ
。
第
一
丁
に
、
細
字
で
「
雑

々
記
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
来
の
表
紙
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
文
明
七
年
（
一
四
九
八
）
九
月
二
十
四
日
の

（
近
衛
政
家
）

内
府
息
男
子
誕
生
認
虹
虹
麟
紐
廷
舒
＾
道

の
記
事
に
始
ま
る
。
こ
こ
に
い
う
「
内
府
息
男
子
」
は
後
の
一
乗
院
良

⑨
 

誉
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
分
注
の
「
余
」
は
、
良
誉
の
祖
父
近
衛
房
嗣

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
冊
目
の
著
者
は
房
嗣
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。以
下
の
内
容
は
、
房
嗣
の
料
所
で
あ
る
近
江
信
楽
郷
や
越
前
宇
坂
庄

⑩
 

な
ど
へ
家
司
を
遣
し
た
こ
と
、
そ
れ
ら
料
所
か
ら
の
年
と
と
の
収
入
を

簡
単
に
記
入
し
た
日
記
抄
の
よ
う
な
も
の
で
、
文
明
十
一
年
に
終
る
。

第
二
冊
目
表
紙
の
大
き
さ
は
、
縦
ニ
ニ
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
五
・

九
セ
ン
チ
。
他
の
八
冊
と
違
い
縦
長
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
の
表
紙
ら

し
き
も
の
は
な
く
、
文
明
十
年
に
始
ま
る
信
楽
庄
・
宇
坂
庄
か
ら
の
収

入
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
「
借
物
事
」
・
「
御
随
身
用
途
」
の

項
目
が
あ
り
、
前
者
の
内
容
は
、
文
明
十
年
十
月
中
に
四
回
に
わ
た
り

合
計
八
百
疋
「
チ
ャ
コ
」
（
後
述
す
る
茶
々
御
所
か
）
か
ら
借
り
た
記
事
で

あ
る
。
返
済
額
の
記
入
も
あ
る
。
後
者
の
内
容
は
、
文
明
十
年
十
二
月

一
日
に
二
百
疋
、
同
三
十
日
に
三
百
疋
、
文
明
十
一
年
六
月
十
五
日
に

百
六
十
四
疋
六
銭
、
御
随
身
用
途
と
し
て
支
払
っ
た
金
額
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。

第
二
冊
の
著
者
は
、
内
容
・
書
体
か
ら
推
し
て
第
一
冊
目
と
同
様
、

房
嗣
で
あ
ろ
う
。

第
三
冊
目
表
紙
の
大
き
さ
は
、
縦
―
―
―
-
•
八
セ
ン
チ
、
横
ニ
ニ
・

0
セ
ン
チ
。
第
一
丁
に
、
「
銭
米
部
類
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

文
明
十
八
年
（
一
四
八
一
―
-
）
三
月
二
十
日
に
始
ま
る
、
銭
・
米
の
貸
出

し
を
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
前
述
の
「
雑
事
要
録
」
困
米
銭
事
の
項
と
同
様
で
あ
る
が
、

や
は
り
返
済
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
個
所
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
記
入
は
明
応
九
年
（
一
五
0
0
)
十
月
末
ま
で
続
く
。

こ
れ
は
「
雑
事
要
録
」
と
同
時
期
に
当
た
り
、
記
入
内
容
も
類
似
し

て
い
る
た
め
、
両
方
の
判
読
可
能
な
部
分
に
つ
い
て
照
合
し
、
考
察
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
著
者
に
つ
い
て
は
、
長
享
二
年
ま
で

は
房
嗣
も
生
存
し
て
お
り
、
政
家
と
合
作
に
な
る
も
の
か
、
政
家
の
み

の
手
に
な
る
も
の
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
四
冊
目
こ
の
冊
お
よ
び
以
下
の
第
五
冊
目
•
第
六
冊
目
•
第
九 -16-



第1表戦国期近衛家領表
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| :：I力賀01: 御霊殿知行分 闊翻瓶桁分

国名 山 城 摂 津 近 江 美 濃 尾張 播磨
山城靡I近江I塁山叫譴

富家毀（五ケ庄） 羽戸院伊市池侍 桂殿 革燐在葉 西院庄

阿聾
痣放出仲片垂山 大番米処々 水沢熊新天六

： 
熊五本犬菅辺舎畑 信楽庄 柿御園日

『
番政大岩手I，9Jヽ苗生太自気冨大坂杉宇相安石大御花転大矢田厩洞 菱大御神1武

i 
地

雑雑

て言
羽山勢 桂牛谷久永革火室西草松馬福抹 放番 垂南味別矢 福穂 野 御

井 信小下朝山中下吉 浦 ま
家領名
懐田本 頭

尾従

飼i世末 和代 —草田 米 主出匠
山海田 郡

免王源 丸位 同五 人
楽河三宮

菜内笠 所井村向柿木津田山良田須越原坂 江田原胃園
経原 上 辺；河井地田1殺

戸 田 嶋打 田 位 上 子檜 源

事 g肘i水郷舌府田 井積尾誓
位 郷 物

棗‘-ノ国ッ
殿分名 方院田郷田郷池殿給井名庄田ツ庄米分米分＊ 名村給牧村 村村畑i村 名庄田名田部名I郷庄郷郷関郷郷郷i代庄村米米郷郷郷庄郷限郷郷庄庄庄庄庄庄浦保錮村 院庄橋郷田庄庄村子郷随

々

要
京 京 京 ＇ 界

都市ー只』 都市← 尽 盗
大． g ＇ ． 大•吹 盗 大

置
滋磁 滋 滋近

塁
瞥麿

雪I
都界市.都尽市． 

t 嗜靡現在地
都宇 都西 都右 1 都中 市 府 阪茨 賀県 賀信 賀八 炉 靡県

県 B 
大八

録記
府治 市京 市京 ＇市京

下-只区 上-界区 誓 府田 塁 府木 大津 県楽 靡幡 開喜 左尽区． 右界区． 闘市

市 区 区 区 区 市 市 市 市町 市 カ市 市町
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※ 「雅事更録」明応 3 ・文亀元年分は「雑々記」第 4•5·6•9 冊に混入されている。 ＊ 山城西院庄の株米は馬草米とおそらく同じものであろう。



冊
目
は
、
前
述
の
「
雑
事
要
録
」
が
順
序
不
同
に
四
冊
に
分
け
て
綴
じ

ら
れ
、
表
紙
は
各
縦
一
五
•
四
セ
ン
チ
か
ら
一
五
・
九
セ
ン
チ
、
横
ニ

ニ
・
七
セ
ン
チ
か
ら
二
三
•
O
セ
ン
チ
の
大
き
さ
に
装
丁
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
四
•
五
・
六
・
九
の
四
冊
の
記
載
内
容
を
検
討
し
、
大
ま
か

に
復
元
し
た
と
こ
ろ
、
「
雑
事
要
録
」
明
応
三
年
分
と
明
応
十
年
分
の

二
冊
に
な
る
。
二
冊
と
も
本
来
の
表
紙
に
当
た
る
も
の
も
な
く
、
数
丁

の
欠
落
個
所
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
二
冊
の
「
雑
事
要
録
」
は
、
戦
乱
時
の
疎
開
の
際
な
ど
に
破
損

し
、
散
逸
を
防
ぐ
た
め
仮
り
に
綴
じ
ら
れ
て
、
以
後
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
後
世
ま
で
残
り
、
四
冊
に
分
冊
さ
れ
た
ま
ま
装

T
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

ょ

9第
七
冊
目
表
紙
の
大
き
さ
は
縦
一
五
・
七
セ
ン
チ
、
横
ニ
ニ
・
ニ
セ

ン
チ
。
第
一
丁
に
は
、
「
大
永
三
年
記
雑
々
」
と
筆
太
く
書
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
順
序
を
示
す
「
七
」
と
書
か
れ
た
付
箋
の
ほ
か
に
、
こ
れ

も
後
世
の
貼
付
と
考
え
ら
れ
る
付
箋
（
縦
―
―
―
-
•
四
令
・
横
一
・
八
究
）
に

「
尚
通
公
雑
々
記
大
永
三
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
．

構
成
は
「
雑
事
要
録
」
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
が
、
記
載
内
容
は
「
雑

事
要
録
」
ほ
ど
細
か
く
は
な
い
。

第
八
冊
表
紙
の
大
き
さ
は
縦
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
ニ
ニ
・
六
セ
ン

（四）

チ
。
第
一
丁
に
、
「
大
永
＼
ハ
年
記
雑
々
」
と
、
第
七
冊
目
と
同
じ
書
体

で
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
第
七
冊
と
同
様
で
あ
る
。

第
七
冊
•
第
八
冊
の
著
者
は
、
表
題
に
書
か
れ
た
年
号
か
ら
推
し
て

近
衛
尚
通
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

『
国
書
総
目
録
」
で
は
「
雑
々
記
」
は
「
後
法
興
院
雑

々
記
」
と
し
て
採
録
さ
れ
て
お
り
、
著
者
は
近
衛
政
家
、
写
本
は
京
大

（
大
正
写
一
冊
）
・
陽
明
（
文
明
七
ー
大
永
四
、
八
冊
）
と
し
て
い
る
が
、
現

存
の
「
雑
々
記
」
は
、
右
に
述
ぺ
た
と
お
り
で
、
本
来
の
「
雑
々
記
」

は
第
一
冊
目
と
第
二
冊
目
の
近
衛
房
嗣
の
手
に
な
る
も
の
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
現
在
陽
明
文
庫
に
は
「
雑
々
記
」
は
九
冊
保
管
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
う
ち
の
第
四
•
五
•
六
・
九
冊
の
四
冊
分
は
、
復

元
し
て
「
雑
事
要
録
」
明
応
三
年
分
・
明
応
十
年
分
と
し
て
扱
う
必
要

が
あ
る
（
以
下
便
宜
上
本
稿
で
は
「
雑
々
記
」
と
し
て
第
七
冊
目
「
大
永
三
年
雑

々
」
•
第
八
冊
目
「
大
永
四
年
雑
々
」
を
扱
う
。
）
。

本
稿
で
は
、
「
雑
事
要
録
」
・
「
雑
々
記
」
に
よ
り
、
当
時
の
近
衛
家

領
か
ら
の
収
入
状
況
を
一
覧
表
に
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
う

ち
、
収
入
の
あ
っ
た
家
領
の
数
が
最
も
多
い
年
を
代
表
的
に
取
り
上
げ
、

戦
国
期
近
衛
家
の
一
年
間
に
お
け
る
家
産
状
況
を
み
よ
う
と
思
う
。

第
1
表
は
戦
国
期
の
近
衛
家
領
を
示
し
た
も
の
で
、
表
の
左
端
に
、

「
雑
事
要
録
」
・
「
雑
々
記
」
の
巻
数
を
記
し
た
。
ま
た
、
表
中
の

0
印

は
そ
の
年
、
当
該
家
領
に
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、
遠
隔
地
の

家
領
で
、
当
該
年
の
収
入
が
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
場
合
、

0
印

は
翌
年
に
付
し
た
。
一
印
は
家
領
名
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
収
入
の
な
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無
印
は
そ
の
年
、

家
領
名
の
記
載
が
な
か
っ
た

か
っ
た
家
領
で
あ
り
、

も
の
で
あ
る
。
⑪
 

な
お
信
楽
庄
の
小
河
郷
は
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
以
前
は
「
小
河

分
」
と
し
て
信
楽
庄
の
収
入
に
含
め
記
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
長
享

二
年
か
ら
は
小
河
郷
と
し
て
、
別
個
に
扱
わ
れ
収
入
の
記
入
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
年
か
ら
別
個
に
扱
わ
れ
る
家
領
に
は
、
諸
給
（
冨

家
殿
）
・
山
田
（
羽
戸
院
）
・
牛
飼
給
（
桂
殿
）
•
松
一
分
（
西
院
庄
）
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
第
1
表
で
は
す
べ
て
個
別
の
家
領
と
し
て
扱
っ
た
。

御
霊
殿
・
端
御
所
の
知
行
分
は
別
枠
と
し
た
が
、
房
嗣
知
行
分
（
註

⑥
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
房
嗣
の
斃
去
後
“
近
衛
家
知
行
分
“
と
し
て
統

合
管
理
さ
れ
る
た
め
別
枠
と
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
家
領
の
う
ち
一
部
は
家
司
等
へ
宛
行
わ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

⑮

⑮

⑭

 

す
な
わ
ち
、
山
城
国
で
は
伊
勢
田
郷
、
池
尾
郷
、
革
嶋
庄
火
内
田
、
小

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

 

厩
名
、
東
洞
院
御
地
、
猪
熊
庄
、
永
末
名
、
竜
主
名
な
ど
。
摂
津
国
で

⑳

⑬

⑫

⑬

 

は
天
王
畑
、
本
御
位
田
。
近
江
国
で
は
畑
郷
、
政
所
米
な
ど
で
あ
る
。⑭
 

ま
た
鷹
司
室
町
御
地
は
、
長
享
二
年
か
ら
四
年
間
の
知
行
地
で
あ
り
、

g

⑮
 

山
城
国
小
薬
院
は
明
応
九
年
、
摂
津
国
番
匠
給
は
文
亀
三
年
に
そ
れ
ぞ

れ
枯
却
し
て
い
る
家
領
で
あ
る
。

な
お
、
関
白
渡
領
に
つ
い
て
は
こ
の
表
で
は
、
省
略
し
た
。

第
1
表
に
よ
り
、
収
入
の
あ
っ
た
家
領
（
御
霊
殿
・
端
御
所
知
行
分
を
含

む
）
の
数
が
最
も
多
か
っ
た
年
は
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
の
五
五
個

所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
、
「
雑
事
要
録
」
長
享
三
年
分
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

長
享
三
年
は
、
将
軍
足
利
義
尚
が
近
江
六
角
氏
征
討
中
、
鉤
陣
で
没

し
た
年
で
あ
る
が
、
京
都
で
は
平
穏
な
年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、

近
衛
家
に
と
っ
て
も
政
家
の
子
（
後
の
一
乗
院
良
誉
）
が
十
二
月
二
十
一

日
に
得
度
し
た
ほ
か
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
出
来
事
も
な
か
っ
た
。

近
衛
家

知
行
分

r
 

為
延
徳
元
年

「
雑
事
要
録
十
二
長
享
」
の
項
目
は
、
田
〔
家
領
〕
（
一
ー
ニ
五

―――
 

・
ニ
七
ー
ニ
九
丁
疇
請
・
三
0
ー
三
一
丁
門
請
）
、
図
蔵
中
米
（
二
六
丁
）
、

国
米
銭
事
（
三
ニ
ー
三
四
丁
）
、
田
八
朔
事
（
三
五
し
三
六
丁
）
、
困
自
処
々

之
礼
物
（
三
七
し
四
二
丁
）
、
田
遣
処
々
物
（
四
三
ー
四
六
丁
）
、
丁
実
門
ア

ッ
ケ
物
（
四
七
丁
）
、
困
項
目
名
の
な
い
も
の
（
四
八
し
四
九
丁
）
、
す
風
呂

作
事
（
五
0
丁
）
、
囮
下
行
物
（
五
一
丁
）
、
同
石
蔵
下
行
事
（
五
二
丁
）
の

―
―
項
目
が
あ
る
。
以
下
、
右
の
項
目
ご
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

田
〔
家
領
〕
長
享
一
二
年
、
近
衛
家
の
収
入
は
御
霊
殿
・
端
御
所
の
知

行
分
を
含
め
、
銭
で
六
二
〇
貫
三
八
三
文
、
米
で
九
一
石
二
斗
、
そ
の

他
、
各
種
の
特
産
物
で
あ
る
。
特
に
銭
・
米
に
つ
い
て
は
全
収
入
を
算

出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
を
「
桂
殿
」
の
記
載
内
容
に
従
っ
て

示
す
と
、
（
延
徳
元
年
）

長
享
三
年

山
城
国

桂
殿
正
月
六
日

松
尾
年
頭
公
文
名
沙
汰
也
、

若
菜
廿
籠
、
餅
鏡
三
顎
闘
い
巳
g

下
行
公
事
銭
内
也
、

御
祝
之
物
十
疋
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六
日

十
六
日

廿
三
日

廿
九
日

十
月
五
日

十
五
日

十
六
日

十
八
日

廿
四
日

廿
五
日

夫
銭
五
百
文
三
月
分
残
、

四
月
十
日
松
尾
神
供
進
上
、

五
月
三
日
蓬
昌
蒲
、

（
文
脱
）

五
日
鮎
酒
塩
代
十
六
三
月
三
日
未
進
分
也
、

（
マ
マ
）

六
月
日
公
事
銭
百
疋
、
麦
代
五
百
文
―
石
、

廿
三
日
麦
代
二
百
五
十
文
五
斗
、

（も

廿
四
日
麦
八
斗
芭
漿
ニ
テ
五
百
六
十
二
柑
行
、

廿
九
日
公
事
銭
一
l

一
十
疋
、
茅
草
、

七
月
十
三
日
麦
代
呼
ィ
ニ
十
疋
、
夫
銭
百
疋
正
月
分
、

廿
八
日
公
事
銭
五
十
疋
、

八
月
九
日
公
事
銭
百
疋
、

十
七
日
薬
八
丸
去
年
分
、

九
月
一
日
公
事
銭
二
貫
二
百
文
、
夫
銭
五
十
疋
託
呼
藁
三
丸
去

年
分
、

二
月
分
残

人
夫
銭
五
百
文
、
藁
一
丸
、

公
事
銭
五
百
文
、

公
事
銭
壱
貫
文
、
米
五
斗
又
五
斗
以
上
未
進
、

公
事
銭
五
百
文
、

公
事
銭
百
疋
、
夫
銭
五
十
疋
三
月
分
且
、

米
三
斗
七
升
友
煎
、

米
一
石
未
進
内
、

公
事
銭
二
貫
五
百
文
、

公
事
銭
百
疋
、

米
二
石
、

廿
七
日
米
一
石
五
斗
、

舟
日
米
二
石
、
人
夫
銭
五
十
疋
輝
耳
‘
藁
十
一
丸
、

十
一
月
六
日
公
事
銭
二
百
疋
、
米
二
石
五
斗
、

十
四
日
公
事
銭
百
五
十
疋
、
夫
銭
五
十
疋
四
月
分
残
、

十
五
日
米
四
石
七
斗
友
煎
、

十
七
日
米
五
石
、

廿
三
日
松
尾
御
供
進
上
、

廿
五
日
公
事
銭
百
疋
、
夫
銭
五
十
疋
五
月
分
且
、

廿
六
日
米
一
石
五
斗
、

廿
七
日
米
一
石
、

十
二
月
六
日
米
二
石
友
重
九
斗
、
公
事
銭
二
百
疋
、
夫
銭
五
十

疋
五
月
分
残
、

十
一
日
公
事
銭
二
百
五
十
疋
、
夫
銭
五
十
疋
六
月
分
且
、
米
一

石
五
斗
、

廿
日
公
事
銭
百
疋
但
千
把
木
御
祝
下
行
、
薬
十
三
丸
七
把
、
夫
銭

百
疋
踪
罪
踪
サ
想
千
把
木
七
百
廿
把
、
コ
モ
ニ
枚
、

舟
日
公
事
銭
五
百
疋
、
夫
銭
五
十
疋
知
叩
藁
五
丸
、

（
延
徳
）

二
年
二
月
一
日
公
事
銭
百
疋
、

二
日
藁
五
丸
、

四
日
藁
五
丸
、

九
日
薬
四
丸
、

十
日
米
五
斗
、
公
事
銭
五
十
疋
、

三
月
十
三
日
公
事
銭
五
十
疋
、
夫
銭
五
十
疋
八
月
分
且
‘
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収入内訳からわかることは、まず六月二十三日および七月

十三日の記事から、桂殿では麦一斗の価格は五0文であるこ

と。人夫銭は月一00疋（一貫文）の納入と定めていた様子で

あるが、七月十三日に正月分として一00疋の納入があった

ほか、九月分まで五〇疋ずつに分けて納入している。

桂殿は、「雑事要録」・「雑々記」とも毎年冒頭に記入され

ている家領であり、第1表に示したように、そこからの収入

は毎年ある。そして収入の内訳は、麦代・公事銭・人夫銭・

麦・米・藁などが主なものである。このように、収入内訳を

比較的明確に記入してある家領は桂殿のほか、冨家殿・羽戸

院・西院庄などにみられる。

となる。

後八月廿六日開発一斗七升、

八月廿一日夫銭五百文JL月分残、

六月六日公事銭八十疋、十四日夫銭五十疋九月分且、

廿二日公事銭二百五十一文、

廿日公事銭五十疋、夫銭五十疋八月分残、

舟日米五斗開発、又一斗二升工虹醗

五月四日公事銭四十疋、

廿五日公事銭五十疋、

四月十七日公事銭五十疋、

廿五日米五斗開発、

十七日藁九丸十把、

第2表 長享3年分近衛家領銭・米収支表

: 知行別

収 入 支出

当該年 ―（延一唖徳延―2弄年―納）（ぎ延面徳分々3一年年―）収入合計当該年翌年 年翌々 合支計出
収支決算 備 考

3(775貫貫53文5）文

5(4呼5679貫貫1貫n砥7文紋o）文1貫1500貫文゚文 100文|1 。
言(7貫文）： （翌 ）内は西院庄近衛家 176喜8文

屯。文 器文
米の米※泊却代
再掲。

御霊殿
銭

之 ゜
0 0 

992文 建文

端御所

゜゜
0 0 

゜
15貫
100文

銭合計 4(378貫貫75文3）文I177貫330文 4貫300文6（270貰3貫8文3）文 610貫0文 100文 0162貫00文（671貫41貫8文3）文官支等出得は分下行・庄
(19石8斗） 2石

(19石8斗） (19石8斗） （ ）内は油却米
近衛家 78石6升 8斗4升 ゜80石9斗 6石6斗 ゜゚6石6斗 74石3斗

を別掲

御霊殿
米

゜
2石

゜
2石

゜゚ ゜゚
2石

端御所1 8石3斗 01 

゜
8石3斗

゜゚ ゜゚
8石3斗

; 1 米合計 8（619石3石斗86斗升）iI 14石8斗4升Il 
(19石8斗）I
9゚1石2斗6石6斗

0 I 0 6石6斗(1894石石86斗斗） 

※西院庄草米から11月6日に17石1斗納入された。この分は11月7日90疋、 11日500文、 18日60
疋、 24日200疋で活却され、また11月25日に8石3斗納入されたうち、踪首座へ5石6斗下行
した残り 2石7斗を12月5日と13日に活却している。これら泊却した合計が7貫文である。
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第1図 国別収入比（長享3年）
100 

凡例

90 

80 

70 
尋

60 

50 

L 40 
％ 

620且追d̂

100% 

—, 9ぽ 2斗
100% 

第3表国別銭収入目（長享3年）

~I 公事銭 ！ 人夫銭 ！ 米麦代 1 地子銭 I その他叫 計

山 城 68貫529文 9貫217文115貫750文 81貫716文 18貫986文 194貫198文

擬 津 4貫550文 34貫555文 33貫200文 72貫305文

近 江 6貫530文 140貫文 146貫530文

美 濃 80貫300文 80貫300文

尾 張 32貫文 32貫文

越 前 1貫50文 44貫文 45貫50文

加 賀 15貫文 15貫文

越 中 35貫文 35貫文

※「その他」欄の内容藁代、布曝用途、竹代、山マハリノ料足、柴代、米活却代など。
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旧
そ
し
て
五
月
三
日
の
「
蓬
昌
蒲
」
は
、
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
用

の
公
事
物
で
あ
り
、
六
月
二
十
九
日
の
「
茅
草
」
は
六
月
抜
に
用
い
る

茅
輪
用
の
具
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
長
享
三
年
の
主
な
収
入
内
訳
と
と
に
合
計
を
す
る
と
、
公
事

銭
二
八
貫
五

0
0文
、
人
夫
銭
六
貫
文
、
麦
代
九
五

0
文
、
そ
の
他
一

六
文
、
米
二
六
石
七
斗
、
麦
八
斗
と
な
る
。
未
進
分
で
翌
年
（
延
徳
二
年
）

の
収
入
と
な
っ
た
も
の
は
、
公
事
銭
六
貫
五
一
文
、
人
夫
銭
二
貫
五
〇

0
文

、

米

一

石

七

斗

九

升

で

あ

る

。

．

こ
う
し
た
方
法
で
長
享
一
ー
一
年
分
の
収
支
を
銭
・
米
に
つ
い
て
知
行
別

に
算
出
す
る
と
、
第
2
表
の
よ
う
に
な
る
。
（
計
算
に
当
た
っ
て
は
疋
は
貫

・
文
に
換
算
し
た
。
）

こ
れ
ら
、
収
入
合
計
を
家
領
所
在
地
の
国
別
に
み
た
場
合
、
第
1
図

の
よ
う
に
な
り
、
銭
・
米
と
も
山
城
国
が
最
高
で
あ
る
。
次
い
で
銭
で

は
近
江
国
か
ら
が
多
く
、
山
城
・
近
江
の
二
国
は
銭
収
入
の
五
五
。
ハ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
両
国
散
在
の
家
領
が
近
衛
家
の
大
き
な
経
済

的
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
銭
収
入
の
内
訳
は
、
公
事
銭
・
人
夫
銭
・
米
麦
代
・
地
子
銭
・

そ
の
他
の
五
項
目
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の

が
第
3
表
で
あ
る
。

こ
の
表
で
、
「
そ
の
他
」
の
項
目
の
占
め
る
割
合
が
高
い
の
は
、
山

城
・
摂
津
以
外
の
国
で
は
収
入
内
訳
が
ほ
と
ん
ど
明
確
に
記
入
さ
れ
て

な
く
、
項
目
別
に
分
類
で
き
ず
、
「
そ
の
他
」
へ
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。

収
入
内
訳
が
比
較
的
明
確
に
記
入
さ
れ
て
い
る
山
城
・
摂
津
に
つ
い

て
い
う
と
、
ま
ず
山
城
で
は
地
子
銭
の
占
め
る
割
合
が
最
も
大
き
く
、

同
国
の
収
入
額
の
約
四
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
次
い
で
公
事
銭
の

三
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
、
桂
殿
か
ら
の
収
入
率
が
高
い
。
摂
津
で
は
「
米

麦
代
」
の
占
め
る
比
率
が
大
き
い
。

米
以
外
の
家
領
の
特
産
物
を
ま
と
め
る
と
、
第
4
表
の
と
お
り
で
、

こ
の
う
ち
特
産
物
の
種
類
の
多
い
家
領
は
冨
家
殿
で
、
一
四
種
の
品
目

が
数
え
ら
れ
る
。

国
蔵
中
米
こ
の
項
の
記
事
に
は
、

霜
月
三
日
廿
七
俵
此
内
二
袋
菱
河
六
日
証
畔
暉
云
｛
八
日
匹
揺

九
日
翌
咋
餌
印
下
用
十
三
日
翫
立
蒻
十
五
日
翌
麟
‘
桂
九
袋
十
七

日
桂
十
袋
廿
五
日
記
妬
廿
六
日
桂
号
｛
廿
七
日
桂
二
俵
廿
九
日

放
四
石
十
二
月
三
日
放
九
俵
五
日
巻
一
袋
六
日
桂
六
袋
九
日
羽
七
俵

十
二
日
包
函
十
四
日
放
五
俵
廿
三
日
凹
一
俵

と
あ
る
。
ま
ず
、
分
注
の
家
領
の
略
称
を
第
1
表
に
よ
り
確
認
す
る
と
、

「
菱
河
」
は
端
御
所
の
知
行
地
の
菱
河
庄
、
「
桂
」
は
桂
殿
、
「
牛
」
⑰
 

は
桂
殿
内
牛
飼
給
、
「
五
ケ
」
は
五
ケ
庄
で
、
冨
家
殿
の
号
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
冨
家
殿
内
諸
給
、
「
羽
」
は
羽
戸
院
、
「
山
」
は
羽
戸
院
山

田
分
、
「
畑
」
は
畑
郷
、
「
西
」
は
西
院
内
草
米
、
「
放
」
は
放
出
村
、

「
火
」
は
革
嶋
庄
内
火
打
田
の
各
家
領
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
家
領
か
ら
米
が
納
入
さ
れ
た
日
と
「
蔵
中
米
」
の
日
を
照

合
す
る
と
、
い
ず
れ
も
「
蔵
中
米
」
の
日
と
同
日
、
も
し
く
は
数
日
前

に
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
家
領
〕
の
項
で
の
納
入
単
位
は
、
石
・
斗
・
升
で
記
さ
れ
て
い
る
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第4表家領からの特産物（長享3年）

＼ 特産物
知行別

衛家近 1 殿御霊 端御所
納 入 家 領 記 事

麦

゜゜
桂殿

藁

゜ 桂桂畑園殿郷殿山上可・・冨牛郷t家屋飼•殿田l給上・羽・郷草戸・菱米院松河・水一庄尾分・紆神＿柿田御郷柴

゜
__Q_ 

餅

゜゚゜
季の節餅に応じた各種

若 菜

゜
桂殿・冨家殿・羽戸院・水尾村 正月

茅蓬- 昌 -草蒲

゜゜
桂殿・冨家殿・羽戸院・垂海・菱河庄 5月3日・ 5日

゜
桂殿・冨家殿・羽戸院

用6途月末不明

首千―把モ(]木 ゜
桂殿

゜゚
桂殿

゜
柿御園山上郷・神田郷

正5月月-- ＝及打用竹 て 冨冨家家殿殿 ・羽戸院
宇治丸

゜゚
鰻すし

茶 畠家殿

綿

゜
畠田庄・宇坂庄

木

゜
冨冨家家殿殿 ・畑郷・羽戸院 燃料用

仙 ＾ ロ ゜蕨

゜
て 畑郷・大原庄

梅

゜゚
畑畑 郷郷

ス モ モ
柿 o— 

゜゚゚
桂殿・畑郷・大原村 串柿を含む

栗

゜
桂殿・畑郷・大原村

炭

゜
畑郷・大原村・大原庄

瓜（白・赤）

゜
。 西田郷院庄・神・羽田戸郷院・柿御園下郷•石

ヒサコ（瓢）

゜
酉羽戸院庄院

ンIタ小ュッリ俵葉

゜-0-盆米

゜゚旦゚ナスビ

根芋 o— 

供 枝ササケ

゜
豆

蓮の葉―互
ミヤウカ て
チャウホウ

゜竹子

゜ンャウカノ子

゜薪 g— 
松茸 河大辺原庄庄
ミノ紙

゜彼春1牛芋房 合生神田郷田郷
岸
l 芋

g ゚
神田郷

秋 1 黒老白荷米米子
神田郷

物 神田郷

゜
神田郷

柑 子

゜
桂殿

ックック 。 冨家殿 亥子の日
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第
5
表
蔵

中
米
（
長
享
3
年）

：闘
6
日
8
日
9
日
13
日
15
日
17日
25
日
26
日
27
日
129
日
閉
月
5
日
竺
竺
12
日
I14
日
日

家
領
胃
桂
西
桂
牛
牛
房
羽
山
桂
畑
桂
牛
西
桂
桂
放
放
火
桂
羽
桂
放
放

〔
家
領
］

ー
l2
斗
1-
-
-
-
-
1
 

-
-
-

納
入
月
日

2
 
5
 
21 
5
 
6
 1石
1
4
升
3
 
2
 
6
 
9
 
2
 
10 
1
 
10 
3
 
2
 
4
 
9
 
3
 
6
 
7
 
3
 
5
 
2
 

納
入
量
袋
袋
俵
袋
俵
5
斗
下
用
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
1
袋
俵
石
俵
袋
袋
俵
俵
俵
俵

10
月
16
日

5
斗

I
菱
河
庄
I10
月
27
日

4
斗
8
升

-
'
’
 

桂
殿

2届
盟
闘

4嘉
5
石
乳乱誓
1
石

2
石
｝
翌
悶

西
院
（
草
米
）
咽

唱
|
 

-
-
、
,
_
,
_
,
_
,
_
,
_
,
_
,

桂
殿
内
牛
飼
給

3
石
4石
2
斗

5
斗
4
升

5
斗

—
,
 
-
-
-
-

|
 
I
 
I
 
l
 
l
 
|
 
|
-
-
-
→
1
-
1
 

冨
家
昇
且

温
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 

I
 
I
 
I
 
l
 
l
 
l
 
l
 

羽
戸
院

1
石

_
1
_
1
_
1
_
1
_
1
_
1
_
1
_
¥
_
J
_
1
_
1
_
1
_
1
_
1
 

羽
戸
院
内

山
田
分

扉
9
斗

,
_
,
_
,
_
,
 

1石

畑
郷
-
-
-

-—
 

醤
翡
＿

放
出
村

l4
石！
4且
I__Ll2
御
1
石

麿̀
-
-
-
I
 
-

1
 一凧
―
I
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が
、
「
蔵
中
米
」
の
項
で
は
袋
・
俵
の
単
位
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

一
袋
（
俵
）
の
数
量
を
確
か
め
る
た
め
に
、
第
5
表
を
作
成
し
た
。

横
欄
に
は
「
蔵
中
米
」
の
項
の
記
載
、
縦
欄
に
は
〔
家
領
〕
の
項
の
記

載
を
掲
げ
、
両
者
を
対
照
し
て
み
る
と
、
表
中
の
納
入
量
と
蔵
中
米
収

納
袋
（
俵
）
数
と
の
商
が
一
袋
（
俵
）
当
り
の
量
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

当
時
の
近
衛
家
領
で
は
、
一
袋
（
俵
）
は
、
お
お
む
ね
五
斗
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

「
蔵
中
米
」
の
余
白
部
分
に
は
「
出
分
」
と
し
て
、
十
一
月
七
日
か

ら
十
二
月
十
五
日
の
間
に
五
回
に
分
け
て
、
米
を
出
し
た
記
事
が
あ
る
。

渭
王
）
日
逗
俵
十
一
日
三
十
氣
廿
六
日
幸
石
二
斗
、
珠
十
二
月
十

一
日
口
十
石
蔵
十
五
日
二
石
四
斗
珠

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
の
記
事
で
十
一
月
二
十
六
日
、
十
二
月
十
五

日
に
「
踪
」
へ
出
し
た
分
は
、
〔
家
領
〕
の
項
、
西
院
庄
内
松
一
分
条

に
も
あ
る
。

霜
月
廿
五
日
米
八
石
三
斗
立
坦
汀
埠
胚
話
店
韮
翌

と
あ
る
。
重
複
し
て
記
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
「
出
分
」
を
終
っ
た
と
こ
ろ
で
、
政
家
は
収
入
の
合
計
を
行
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

今
年
自
処
々
到
来
、
年
貢
、

米
七
十
五
石
余
、

銭
三
百
四
十
貫
八
百
文
、

樽
六
十
九
荷
、

礼
銭
十
六
貫
五
百
文

と
あ
る
。
「
樽
六
十
九
荷
」
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
2
表
に
み
た
銭

の
全
収
入
額
、
六
二
〇
貫
三
八
三
文
と
比
較
す
る
と
、
大
幅
な
違
い
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
第

2
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
近
衛
家

の
当
該
年
の
収
入
は
三
七
五
貫
五
三
五
文
で
あ
り
、
右
の
政
家
の
算
出

結
果
と
や
や
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
当
該
年
分
が
未
進
と
な
り
、
翌
年
も
し
く

は
翌
々
年
に
繰
越
さ
れ
た
場
合
、
記
入
だ
け
を
行
っ
て
、
繰
越
さ
れ
た

未
進
分
は
計
算
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

長
享
三
年
を
例
に
と
れ
ば
、
新
年
に
な
っ
て
、
各
家
領
か
ら
長
享
三

年
分
の
納
入
が
始
ま
る
。
政
家
は
そ
れ
を
新
し
い
「
雑
事
要
録
」
に
記

入
し
て
い
く
。
し
か
し
家
領
に
よ
っ
て
は
、
長
享
二
年
未
進
と
な
っ
て

い
た
分
を
納
入
し
て
く
る
。
そ
の
収
入
は
長
享
二
年
分
の
古
い
「
雑
事

要
録
」
へ
記
入
さ
れ
る
。
（
前
述
の
IIl
公
家
領
〕
の
項
に
例
示
し
た
「
桂
殿
」

延
徳
二
年
二
月
一
日
以
降
の
記
録
は
、
長
享
三
年
の
未
進
分
で
あ
る
）
。
と
こ
ろ

が
、
長
享
二
年
分
は
そ
の
年
の
終
り
に
「
今
年
自
処
々
到
来
」
と
し
て
、

す
で
に
決
算
済
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
未
進
分
は
記
入
だ
け
に
終
り
、

長
享
二
年
分
へ
は
加
算
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
雑
事
要
録
」
長
享
三
年
の
部
分
に
記
さ
れ
た
、
延

徳
二
年
以
降
の
収
入
も
、
長
享
三
年
分
に
加
算
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。ま
た
、
御
霊
殿
・
端
御
所
知
行
分
は
近
衛
家
と
は
別
会
計
に
な
っ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
教
玄
力
）

乗
院
奈
良
紙
百
束
、

返
、
杉
原
十
帖
、
花
瓶
卓
、

八
朔
事

引
合
五
束
代
百
九
十
疋

ノ
三
、
三
本
ノ
四
、

米
の
収
入
に
つ
い
て
も
同
様
の
算
出
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
政
家
の
決
算
は
、
第
2
表
に
掲
げ
た
近
衛
家
の
当
該

年
分
だ
け
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

田
米
銭
事
前
述
し
た
と
お
り
、
記
事
の
ほ
と
ん
ど
が
抹
消
さ
れ
て
い

る
が
、
判
読
可
能
な
部
分
か
ら
推
測
す
る
と
、
家
領
の
庄
官
・
家
司
・

実
相
院
門
跡
・
端
御
所
な
ど
の
人
々
へ
貸
し
た
控
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
れ
ら
貸
金
の
利
子
な
ど
も
付
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
仏
事
料

と
し
て
下
行
し
た
金
額
も
記
入
さ
れ
て
い
る
。

田
八
朔
事
旧
暦
八
月
一
日
に
近
衛
家
と
交
際
の
あ
る
人
々
と
の
間
に

行
わ
れ
た
贈
答
品
を
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
部
分
を
引
用

し
よ
う
。

太
刀
金
三
腰
百
八
十
文
、
扇
一
本
ノ
扇
、
二
本

杉
原
八
束
代
二
貰
百
文
、
台
廿
、
引
二
束
ス
ハ
リ
一
、

一
束
ス
ハ
リ
ニ
、
銚
子
提
台
一
以
上
七
十
文
、
銚
子
提
一
貫
二
百
文
、

帯
二
筋
二
百
文
、

此
外
禁
裏
竹
園
へ
進
物
古
物
也
、

（
後
土
御
門
天
皇
）

内
裏
様
韻
府
、
引
合
十
帖
、
御
返
、
花
瓶
胡
銅
、
引
合
十
帖
、

（
伏
見
宮
邦
高
親
王
）

竹
園
孟
子
一
部
、
杉
原
十
帖
、
御
返
、
葛
一
段
、
杉
原
十
帖
、

（
足
利
義
政
）

東
山
殿
太
刀
金
、
引
合
舟
帖
、
御
返
、
鴨
香
炉
胡
銅
、
太
刀
糸
、

（
日
野
富
子
）

御
台
銚
子
提
、
引
合
十
帖
、
御
返
、
扇
一
萎
＋
本
、
杉
原
十
帖
、

浄
土
寺
太
刀
金
、
返
、
同
、

（
武
者
小
路
資
世
）

前
藤
大
納
言
入
道
叩
的
想
返
、
檀
昏
十
帖
、
筆
一
ツ
ィ
、

丹
三
位
入
道
薬
両
種
、
返
、
檀
悟
十
帖
、
扇
二
本
ノ
、

（
錦
小
路
）

頼
秀
朝
臣
麿
香
丸
、
御
方
分
同
、
返
、
檀
昏
十
帖
、
太
刀
金
、

御
方
分
同
、三本ノ

能
円
扇
一
本
、
筆
ニ
ッ
ィ
、
ハ
リ
コ
両
御
所
同
、
返
、
杉
原

二
帖
、
茶
二
袋
、
御
方
分
ヤ
ハ
ー
＼
二
束
、
茶
二
袋
、

実
円
扇
一
本
、
筆
二
対
紐
亨
返
、
畔
聾
芍
亡
戸
澤
ー
＿
束
、
茶
二
袋
、

（
嗣
光
）

多
羅
尾
四
郎
兵
衛
茶
五
十
袋
、
返
、
檀
昏
十
帖
、
帯
一
筋
、

小
河
四
郎
左
衛
門
同
、
返
、
同
、

多
羅
尾
北
裏
茶
十
袋
、
返
、
扇
二
本
ノ
、
筆
ニ
ツ
イ
、

（
盛
次
）

林
筑
前
守
角
粽
篭
二
、
返
、
杉
原
二
帖
、
扇
三
本
ノ
‘

河
原
者
緒
太
三
束
、
審
二
、
返
、
二
十
疋
、

二

本

ノ

三

本

ノ

盛
顕
太
刀
金
、
両
御
所
へ
同
、
返
、
扇
、
犬
箱
三
、
扇
、
犬
箱

三、

一本ノ

三
福
寺
唐
鍋
一
、
杉
原
十
帖
、
返
、
扇
、
茶
廿
袋
、

（
勧
條
寺
経
茂
）

大
蔵
卿
太
刀
合
、
返
、
茶
十
袋
、

祖
候
面
々
御
憑
一
荷
両
種
、
返
、
松
茸
、
時
給
朝
喰
、

（
西
洞
浣
）

時
顕
朝
臣
一
荷
両
種
、
御
方
分
fll
座
十
枚
、
太
刀
金
、

ハ
／
＼
三
束
、
扇
ニ
ノ
、

返
炉
分
、
檀
鐙
十
帖
、
扇
三
本
ノ
、

御
憑
方
入
目
六
貫
二
百
五
十
文
欺
、

た
の
む

八
朔
は
田
実
の
節
供
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
記
類
に
よ
っ
て

は
、
こ
の
日
の
こ
と
を
「
御
憑
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
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八
朔
と
は
収
穫
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
る
穂
掛
祭
の
こ
と
で
あ
る
。
も

と
も
と
農
家
で
収
穫
し
た
新
し
い
稲
を
主
家
や
知
人
な
ど
に
贈
っ
て
祝

っ
た
風
習
が
、
町
家
に
ま
で
流
布
し
、
こ
の
日
に
上
下
貴
賤
そ
れ
ぞ
れ

贈
り
物
を
し
、
祝
賀
と
親
和
の
意
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
（
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
小
学
館
刊
）
。

（
応
仁
元
）
⑱

「
後
法
興
院
記
」
に
は
、
文
正
二
年
（
一
四
六
七
）
・
応
仁
二
年
を
除

い
て
、
毎
年
八
朔
の
記
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
”
世
俗
の
風
に

任
せ
“
て
八
朔
の
行
事
を
行
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
贈
答
の
相
手
や
品

目
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
た
だ
明
応
九
年
（
一
五
0
0
)
七
月
二
十

八
日
、
柳
原
か
ら
の
出
火
で
近
衛
邸
が
罹
災
し
た
時
、
政
家
は
八
朔
の

行
事
を
と
り
や
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
「
或
方
」
か

ら
、
と
り
や
め
る
と
禁
裏
が
不
吉
に
思
わ
れ
る
、
と
の
口
添
に
よ
り
急

⑮
 

拠
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
進
物
は
、
禁
裏
・
竹
園
・
室
町

R
 

殿
に
贈
っ
た
だ
け
で
、
そ
れ
も
例
年
に
比
べ
質
素
な
物
で
あ
る
。

右
の
「
八
朔
事
」
の
記
事
で
の
贈
答
の
相
手
は
、
禁
裏
・
将
軍
家
・

僧
・
家
領
庄
官
・
河
原
者
・
家
司
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま

た
近
衛
家
か
ら
の
贈
物
の
中
に
「
杉
原
」
な
ど
の
紙
類
が
多
い
の
は
、

家
領
に
杉
原
紙
の
産
地
で
あ
る
杉
原
庄
（
播
磨
国
）
を
も
っ
て
い
た
た
め

で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
年
の
「
御
憑
方
入
目
」
総
額
は
五
貫
八
百
五
十
文
と
な

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

国
自
処
々
礼
物
・
困
遣
処
々
物
両
項
目
の
記
事
か
ら
は
、
近
衛
家
の

日
常
の
交
際
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
〔
家
領
〕
の
項
目
の
記
事

四
月
八

や
「
後
法
興
院
記
」
と
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
事
実
が
一
層
明
確
に
な

る
。
と
り
あ
え
ず
、
「
自
処
々
礼
物
」
の
項
の
記
事
を
次
の
四
つ
に
分

類

し

、

そ

れ

ぞ

れ

を

具

体

例

で

示

そ

う

。

．

E
〔
家
領
〕
の
項
の
記
載
内
容
は
、
「
桂
殿
」
条
で
例
示
し
た
と
お

り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
公
事
物
な
ど
が
納
入
さ
れ
た
日
と
同
じ
日
付
が
、

「
自
処
々
礼
物
」
の
項
に
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（
盛
次
）

「
自
処
々
礼
物
」
正
月
六
日
林
筑
前
、
久
喜
二
桶
、
正
月
十

三
日
自
宇
治
久
喜
二
桶
、
梅
漬
一
桶
、
五
月
廿
一
日
竹
子
一

（

鶉

）

束
、
林
筑
前
守
、
十
月
廿
一
日
ッ
ク
ミ
一
連
ヽ
林
筑
前
守
、

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
日
を
〔
家
領
〕
の
項
に
記
入
さ
れ
た
家
領
ご
と
に

捜
す
と
、正
月
六
日
若
菜
一
二
籠
（
羽
戸
院
条
）
正
月
十
三
日
三
及
打
竹

五
十
本
（
冨
家
殿
条
）
五
月
廿
一
日
六
百
四
十
三
文
、
四
月
分
公

事
銭
（
羽
戸
院
条
）
十
月
廿
一
日
公
事
銭
四
百
冊
三
文
、
九
月

分
残
（
羽
戸
院
条
）

と
な
る
。

こ
の
結
果
、
林
筑
前
守
は
羽
戸
院
の
庄
官
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で

き
る
。
ま
た
、
政
家
の
記
述
法
と
し
て
、
〔
家
領
〕
の
項
へ
は
公
事
銭

・
公
事
物
等
を
記
録
し
、
そ
の
時
の
基
す
エ
産
“
的
な
も
の
は
「
自
処

々
礼
物
」
へ
記
載
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

り
代
官
補
任
料
な
ど
、
〔
家
領
〕
の
項
で
も
記
入
さ
れ
、
「
自
処
々

礼
物
」
に
も
同
じ
記
入
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
重
複
し
て
い
る
。

「
自
処
々
礼
物
」
三
月
一
日
二
百
疋
Iu上
郷
補
任
料
‘
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太
田
郷
御
礼
物
三
百
疋
、

こ
れ
を

m項
同
様
に
、
家
領
個
々
と
対
照
す
る
と
、

三
月
一
日
山
田
越
中
代
官
申
請
、
任
料
二
百
疋
（
山
上
郷
条
）

四
月
八
日
三
百
疋
地
下
ヨ
リ
御
礼
物
、
（
太
田
郷
条
）

が
そ
れ
で
あ
る
。

切
「
後
法
興
院
記
」
の
補
足
史
料
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
苔
る
。

「
自
処
々
礼
物
」
卯
月
五
日
一
荷
両
種
、
茶
廿
袋
、
仁
木
左

知
氾
夫
進
上
、
同
廿
日
一
荷
両
種
、
三
百
疋
、
茶
二
百
袋
、

仁
木
左
京
大
夫
信
楽
代
官
織
事
、
就
還
補
進
上
、
同
廿
五
日
紅

梅
桶
五
、
仁
木
左
京
大
夫
、
五
月
三
日
鮒
千
、
仁
木
左
京
大

夫
、
十
月
五
日
松
茸
廿
本
、
仁
木
進
上
、
十
二
月
廿
七
日

海
老
二
篭
、
仁
木
左
京
大
夫
、

と
あ
り
、
ま
た
、

「
遣
処
々
物
」
五
月
十
日
二
荷
両
種
、
遣
仁
木
左
京
大
夫
許
、

と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
「
後
法
興
院
記
」
と
対
照
す
る
と
、

「
後
法
興
院
記
」
四
月
五
日
就
信
楽
郷
代
官
職
事
仁
木
左
京

大
夫
有
申
送
旨
、
四
月
廿
日
仁
木
左
京
大
夫
来
、
令
対
面
、

信
楽
庄
代
官
職
事
如
元
可
有
御
下
知
之
由
申
間
今
日
遣
令
旨
、
一

荷
両
種
、
三
百
疋
、
茶
二
百
袋
等
進
上
之
、
召
前
勧
一
盤
、

と
な
る
。

仁
木
氏
は
、
南
北
朝
時
代
に
義
長
が
出
て
、
足
利
氏
に
従
っ
た
家
系

で
あ
る
が
、
室
町
中
期
こ
ろ
か
ら
衰
退
す
る
。
そ
の
仁
木
氏
が
信
楽
庄

（
近
江
甲
賀
郡
）
の
代
官
職
に
遠
補
さ
れ
た
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ
る
。

日

そ
れ
ま
で
は
、
土
着
の
多
羅
尾
氏
が
信
楽
庄
の
代
官
職
の
任
に
あ
っ

た
。
し
か
し
応
仁
の
乱
後
、
多
羅
尾
氏
自
身
年
貢
の
未
進
を
続
け
た
た

R
 

め
、
近
衛
家
は
家
司
を
さ
か
ん
に
遣
し
、
年
貢
の
催
促
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
仁
木
氏
を
代
官
職
に
還
補
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
し
か
し
近
衛
家
と
多
羅
尾
氏
の
交
際
は
、
こ
の
後
も
続
く
。

口
他
の
項
目
等
に
関
連
記
事
が
な
く
、
「
自
処
々
礼
物
」
だ
け
で
独

立
し
て
使
用
で
き
る
記
事
。

「
自
処
々
礼
物
」
三
月
廿
二
日
美
濃
紙
二
束
、
太
刀
金
、
ハ

（
抱

T
)

ウ
チ
ョ
ウ
一
元
綱
進
上
、
息
実
名
余
ヵ
家
ノ
字
遣
之
、
家
網
也
、

為
其
礼
進
上
之
、
八
月
廿
一
日
太
刀
一
腰
則
次
安
富
新
兵
衛

尉
進
上
、
去
月
始
、
就
江
州
之
儀
相
憑
間
遣
折
紙
、
俯
為
其
礼
也
、

右
の
記
事
が
そ
う
で
、
い
ず
れ
も
興
味
あ
る
記
事
で
あ
る
が
、
「
後

法
興
院
記
」
に
も
関
連
記
事
は
な
い
。
し
か
し
四
月
廿
三
日
の
記
事
に

⑲
 

あ
る
元
綱
は
、
「
後
法
興
院
記
」
の
記
事
か
ら
、
義
濃
国
河
辺
庄
の
庄

官
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
た
び
た
び
上
洛
し
、
河
辺
庄
の
情
勢
を
政

家
に
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
「
自
処
々
礼
物
」
の
項
に
は
、

正
月
四
日
石
蔵
姫
君
、
一
荷
両
種
給
之
、
御
銚
子
代
五
十
疋
、

ま
た
「
遣
処
々
物
」
に
は
、

正
月
十
七
日
三
十
疋
、
五
位
御
ミ
ヤ
里
へ
、

な
ど
の
ょ
交
際
費
II

と
も
い
う
べ
き
諸
経
費
の
記
入
も
あ
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
く
。

そ
し
て
「
自
処
々
礼
物
」
で
は
七
貫
四

0
0文
の
収
入
、

「
遣
処
々
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第
6
表
風
呂
作
事
支
出
表
（
長
享
3
年）

日
1
費
2
 
月

日
ー
費
・

2
 
月

日
1
費
3
 
月

日
1
費
3
 
月

用
1
項
目

用
1
項
目

用
1
項
目

用
1
項
目

10
貫
文

コ
ホ
チ
ャ
24
1 
66
0
（文
）
テ
マ
1
 
69 06 
00 文文

ク
キ
1
4
1
 
霊
I
テ
マ

17
 
50
0文
ハ
コ
ヒ
賃
テ
マ
チ
ン

12
0
文
ヲ
カ
ヒ
キ

テ
マ

ヲ
カ
ヒ
キ

40
0文
ヲ
カ
板

251
一
璽100
文

ク
キ

10
0文
I
河
原
者
15
1 
41 24 
00 文文
I
 テ
マ

20
0文

縄
プ
マ

25
銭
I
ヒ
チ
ッ
ホ

ヲ
カ
ヒ
キ

（
マ
マ
）
材
木

普
請
衆者
2
 
212
00Q
（
幻
文）
I
テ
マ
23
 
I
 1
貫
文
|
 
サ
イ
モ
リ

18
 
I
 
22
0
（文
）
1
テ
マ

河
原

二
尋
木
二
丁
胄
I
5(8
58貫
貫5
08
01
0文
文
欺
）
 

33
0
（文
）
テ
マ
26
 
I
 
77
0
（文
）
テ
マ

35
7
（文
）
フ
キ
板

19
 
37
5
（文
）
ヲ
カ
板

10
0
文
河
原
者
3
 I
 
22
0
（文
）
1
テ
マ

10
0文

縄
32
5
（文
）
フ
キ
板
4
 I
 
22
0
文
1
テ
マ

2
9
 

25
（文
）
イ
カ
テ
27
 
88
0文

テ
マ
5
 I
 
33
0
文
1
テ
マ

10
0文
河
原
者

20
0文

竹
6
 
33
0
（文
）
lI
 テ
マ

20
 
70
0文

竹
50
0文

ク
キ

199
005
文（文
）
ハ
ン
ウ

60
0
（文
）
五
三
寸
桧
五
丁

80
0文
ヌ
リ
キ

ク
キ

60
0文
モ
ミ
レ
ウ
ノ
モ
ノ
五
丁

6
貫
95
0
文
材
木
7
 
55
0
（文
）
II
 テ
マ

33
0
文
テ
マ

1
貫
文

棟
上
御
祝

12
0
（文
）
ヲ
力

40
文
サ
ン
縄
28
 
86
0文
ニ
尋
木

45
0文
二
．
尋
木

2
貫
64
0文

ク
レ
六
百
口

2
貫
22
0
（文
）
フ
キ
板
8
 I
 
66
0文
1
テ
マ

21
 
50
0文
河
原
者

40
0
文

ク
キ
9
 I
 

|
 
無
作
事

67
5文
フ
キ
板

36
0
文
杉
板
10
 
I
 
22
0文
1
テ
マ

44
0文

テ
マ

66
0
文
テ
マ
1
 
1
 
21 0
200
文文
1
 
カ
ヘ
ヌ
リ

12
0文

ヲ
カ
ヒ
キ
29
 
86
0
文
ー
ロ
ー
尋
木

テ
マ

22
 
I
 1貰
25
0文
河
原
者

62
0
（文
）
ヲ
カ
板
五
間

2
貫
39
0
文
材
木
代

77
0
（文
）
テ
マ

86
0文

同
三
尋
木
12
 
I
 
44
0文

1
テ
マ

24
0
（文
）
ヲ
カ
ヒ
キ

54
0文

竹
1
 
3
 I
 
34 3
050 
文文
テ
マ

23
 
77悶0
委文
テ
マ

60
0
（文
）
フ
キ
板

ク
キ

ク
V
ヘ
キ

30
0
（文
）
ヤ
祢
ふ
き

1
貫
文

材
木

ノ
ホ
リ
ハ
ン

77
0
文
テ
マ

|
 

|
 

1
．
銭
の
単
位
疋
は
貫
文
に
換
算
し
た
。
2
．
原
本
に
単
位
の
な
い
も
の
は
（
文
）
と
し
た
。



物
」
で
は
―
二
貫
二

0
0文
の
支
出
が
あ
る
。

⑬
 

田
実
門
ア
ッ
ケ
物
実
門
は
政
家
の
兄
、
実
相
院
門
跡
増
運
の
こ
と
。

増
運
へ
預
け
た
銭
の
控
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
米
銭
事
」
と
同
様
、
日

付
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
抹
消
さ
れ
て
お
り
、
預
け
た
金
額
や
そ
の
理
由

な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

困
項
目
名
の
な
い
も
の
こ
の
個
所
に
は
、
項
目
名
が
な
く
、
前
後
の

項
目
に
記
入
さ
れ
た
内
容
と
の
連
続
性
は
な
い
。
後
世
の
綴
じ
誤
り
と

も
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
一
応
「
項
目
名
の
な
い
も
の
」
と
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
日
ま
で
の
記
入
で
〔
家

領
〕
・
「
米
銭
事
」
・
「
自
処
々
礼
物
」
の
項
で
の
記
入
内
容
と
重
複
す
る

も
の
。
．
「
小
袖
代
且
五
十
疋
」
の
よ
う
に
、
そ
の
購
入
費
と
考
え
ら
れ

る
も
の
な
ど
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

阿
風
呂
作
事
近
衛
邸
で
は
、
二
月
十
七
日
か
ら
六
月
十
一
日
に
か
け

て
、
風
呂
の
普
請
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
要
し
た
費
用
の
内
訳
を
、

日
別
に
列
記
し
た
の
が
「
風
呂
作
事
」
の
項
で
あ
る
。
記
入
の
順
に
整

理
し
、
表
に
ま
と
め
た
も
の
が
第
6
表
で
あ
る
。

二
月
十
七
日
「
コ
ボ
チ
ャ
」
に
始
ま
り
、
同
二
十
七
日
棟
上
祝
い
を

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三
月
二
十
三
日
に
湯
殿
だ
け
竣
工
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
政
家
は
こ
こ
で
一
度
費
用
を
「
以
上
五
十
八
貫
五
百
文
欺
」

と
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
し
か
し
今
、
計
算
し
直
し
て
み
る
と
、
五
八

貫
八
一

0
文
と
な
る
。

第
6
表
に
示
し
た
費
用
項
目
の
う
ち
、
「
イ
カ
テ
」
・
「
ク
レ
ヘ
キ
」
．

「
ノ
ホ
リ
ハ
シ
」
・
「
ヒ
チ
ッ
ホ
」
・
「
ハ
シ
ウ
」
・
「
サ
イ
モ
リ
」
な
ど
意
味

不
明
の
も
の
、
ま
た
「
ヲ
カ
板
「
．
「
三
尋
木
」
な
ど
用
途
不
明
の
も
の

も
み
ら
れ
る
。

「
テ
マ
」
賃
は
毎
日
支
払
わ
れ
て
お
り
、
二
月
十
七
日
と
を
除
き
一

1
0
の
倍
数
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
手
間
賃
は
一
人
一
日
に
つ
苔

―

1
0文
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
、
当
日
の
手
間
賃
総
額
を
一
―

0
で

割
っ
た
商
が
そ
の
日
に
来
た
人
数
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
計
算
に
よ
り
、

（

大

鋸

挨

）

＠

「
ヲ
カ
ヒ
キ
」
は
一
人
ー
ニ

0
文
、
「
河
原
者
」
は
一
人
一

0
0文
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
月
二
十
八
日
か
ら
、
再
び
風
呂
の
作
事
が
行
わ
れ
る
。
第
6
表
で

は
省
略
し
た
が
、
そ
の
日
は
、
番
匠
が
二
人
来
て
、
材
木
を
一
貫
―
二

八
（
文
脱
ヵ
）
分
購
入
し
て
い
る
。
以
下
、
二
十
九
日
二
人
、
五
月
一
日

三
人
、
二
日
三
人
、
三
日
五
人
、
四
日
四
人
、
六
日
四
人
、
七
日
六
人
、

八
日
五
人
、
九
日
番
匠
五
人
、
十
日
一
人
、
十
三
日
一
人
、
十
四
日
一

人
が
来
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
支
払
っ
た
費
用
は
総
額
九
貫
五
〇

0
文
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
他
の
支
払
い
と
し
て
、
釜
一
一
一
貫
文
、
石

雰

四
七

0
（
文
脱
）
、
釜
塗
り
賃
五

0
0
文
、
「
御
大
工
入
風
呂
時
御
祝
物

三
十
疋
」
、
「
ク
レ
チ
支
四
貫
―
―
一
百
文
」
、
「
ヒ
キ
チ
ン
百
―
―
―
十
文
」

が
あ
り
、
風
呂
の
作
事
に
要
し
た
総
費
用
は
七
七
貫
五
一

0
文
と
な
る
。

命＂

風
呂
は
六
月
十
一
日
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た
。

⑯
下
行
物
下
行
先
お
よ
び
そ
の
目
的
の
記
載
は
な
く
、
下
行
月
日
と

そ
の
額
だ
け
の
記
録
で
あ
る
。
な
お
下
行
総
額
は
七
九
貫
文
で
あ
る
。

同
石
蔵
下
行
事
石
蔵
は
現
在
の
京
都
市
左
京
区
に
あ
る
岩
倉
の
こ
と
。

石
蔵
に
は
実
相
院
が
あ
る
。
実
相
院
は
鎌
倉
時
代
に
門
跡
寺
院
と
な
っ
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た
が
、
近
衛
家
と
関
係
の
深
い
寺
で
、
門
跡
初
祖
の
静
基
は
近
衛
基
通

＠
 

の
孫
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
時
代
の
門
跡
は
政
家
の
兄
、
増
運
で
あ
る
。

⑱
 

石
蔵
に
は
政
家
の
姉
、
茶
々
御
所
・
宝
珠
院
・
端
御
所
ら
も
住
し
て

い
た
。こ
の
項
は
、

実
門
綿
二
屯
、
景
陽
一
屯
、
二
姫
君
各
一
屯
、
端
御
所
三
十
五
目
、

安
茶
ー
一
州
目
、
力
、
州
目
、
小
宰
相
廿
目
、
茶
子
廿
目
、
源
次
郎

十
目
、

の
記
事
に
始
ま
る
。

⑳
 
綿
は
近
衛
家
領
の
越
前
宇
坂
庄
か
ら
の
公
事
物
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

納
入
さ
れ
た
綿
は
、
年
に
よ
り
「
綿
ク
ハ
リ
注
文
」
と
い
う
項
目
を
設

け
、
右
の
人
々
や
そ
の
他
に
配
っ
た
記
録
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

長
享
三
年
分
と
し
て
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
項
は
、

正
月
里
出
物
、
安
茶
二
五
十
疋
、
力
、
二
十
疋
、
ヨ
メ
十
疋

（
文
脱
）

と
続
き
、
「
正
月
々
宛
、
三
貫
二
百
八
十
三
」
か
ら
「
十
二
月
分
廿
九

日
下
行
」
と
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
八
月
分
以
降
か
ら
は
下
行
額
の
記

入
は
な
い
。

二
月
分
か
ら
七
月
分
ま
で
は
下
行
先
お
よ
び
下
行
額
も
み
る
こ
と
が

（
成
源
力
英
相
院
坊
官
）

で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
以
繁
分
二
十
疋
加
之
」
（
二
月
分
）
、
「
芝
坊
分
、

（
文
脱
）

一
貫
六
百
四
十
」
（
四
月
分
）
、
「
二
百
疋
、
景
陽
へ
」
（
四
月
四
日
）
、
「
石

（
吊
）

蔵
衆
御
訪
悉
下
行
」
（
五
月
十
六
日
）
な
ど
例
示
で
含
る
が
、
記
入
内
容

に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
。

以
上
、
「
雑
事
要
録
」
・
「
雑
々
記
」
を
紹
介
し
、
と
く
に
「
雑
事
要

録
」
長
享
三
年
分
を
例
に
、
近
衛
家
の
家
産
経
済
の
概
要
を
み
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
判
明
し
た
こ
と
と
し
て
、
〔
家
領
〕
の
邸
で
は
、
未
進

分
で
翌
年
に
繰
越
納
入
さ
れ
た
分
は
収
入
合
計
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
。
近
衛
家
の
家
領
収
入
の
う
ち
山
城
国
の
占
め
る
割
合
が
多
い
こ
と
。

そ
し
て
第
4
表
に
よ
り
、
各
地
域
の
産
物
お
よ
び
栽
培
品
、
さ
ら
に
は

家
領
の
産
業
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
蔵
中
米
」
の
記
事
を
表
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
米
一
袋
（
俵
）
の

量
が
わ
か
っ
た
。
「
風
呂
作
事
」
か
ら
は
、
職
人
の
日
当
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
「
八
朔
事
」
の
内
容
紹
介
で
は
試
み
な
か
っ
た
が
、
進
物
品

と
し
て
購
入
し
た
品
の
う
ち
、
二
、
三
種
の
単
価
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
引
合
は
五
束
購
入
し
、
代
金
は
百
九
十
疋
（
一
九
0
0文）

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
引
合
は
一
束
当
り
三
八

0
文
と
な
る
。
同
様
に

大
刀
金
―
-
＿
腰
は
一
八

0
文
で
あ
り
、
単
価
は
六

0
文
。
杉
原
八
束
は
二

貫
一

0
0文
（
ニ
―

0
0文
）
で
あ
る
た
め
、
単
価
は
二
六
ニ
・
五
文
で

あ
る
。こ
れ
を
「
風
呂
作
事
」
の
職
人
一
人
当
り
の
日
当
と
比
較
す
る
と
、

当
時
、
引
合
・
杉
原
な
ど
紙
類
の
ほ
う
が
日
当
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

「
米
銭
事
」
・
「
実
門
ア
ッ
ケ
物
」
・
「
項
目
名
の
な
い
も
の
」
・
「
下
行

四
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① ⑥ ⑤
 
④
 
③
 
③
 

註
①

物
」
・
「
石
蔵
下
行
事
」
に
つ
い
て
は
記
載
内
容
の
紹
介
だ
け
に
と
ど
め

た
が
、
今
後
「
雑
事
要
録
」
・
「
雑
々
記
」
を
研
究
し
て
い
く
過
程
で
、

そ
れ
ら
の
内
容
の
解
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

東
京
大
学
史
料
編
築
所
蔵
、
享
徳
三
年
九
月
十
四
日
付
写
本
。

文
』
七
六
三
一
。

『
国
奢
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
「
後
法
興
院
雑
事
要
録
」
と
も
い
い
、
写

本
は
東
京
大
学
史
料
編
築
所
・
京
都
大
学
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
、
吉
村
亨
「
戦
国
期
近
衛
家
領
に
つ
い
て
」
・
「
近
衛
家
領
研
究
序

説」。
永
原
慶
二
「
荘
園
領
主
経
済
の
構
造
」
（
『
日
本
経
済
史
大
系
2
中
世
』

東
大
出
版
会
）
。

政
家
の
父
、
近
衛
房
嗣
の
料
所
分
で
、
房
嗣
斃
去
（
「
後
法
興
院
記
」
長

享
二
年
十
月
十
九
日
）
の
翌
年
か
ら
新
免
村
を
除
き
近
衛
家
に
統
合
さ
れ

る。
な
お
第
1
表
の
「
戦
国
期
近
衛
家
領
表
」
へ
明
示
し
な
か
っ
た
関
係
上
、

房
嗣
の
料
所
を
掲
げ
る
と
、
山
城
国
で
は
西
院
庄
、
摂
津
国
で
は
澤
良
耳

村
・
新
免
村
・
小
薬
院
・
仲
牧
、
近
江
国
で
は
信
楽
庄
、
尾
張
国
で
は
冨

田
庄
、
越
後
国
で
は
宇
坂
庄
が
あ
る
。

（
尚
通
）

新
免
村
は
房
嗣
斃
去
後
「
右
大
将
料
所
」
と
な
る
。

御
霊
殿
は
拙
稿
「
中
世
公
家
家
族
の
一
側
面
ー
「
尚
通
公
記
」
生
見
玉
の
記
事
を

中
心
に
ー
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
一
号
、
一
九
八
一
刊
）
で
触
れ
た
人
物

で
あ
る
。
世
襲
さ
れ
て
い
た
呼
称
で
あ
り
、
政
家
の
姪
が
御
霊
殿
と
称
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ほ
か
は
、
比
定
し
得
る
人
物
は
不
明
で
あ
る
。

端
御
所
は
政
家
の
姉
（
「
後
法
興
院
記
」
明
応
九
年
十
二
月
二
日
）
で
あ

『
鎌
倉
遺

⑭ ⑬ ⑬
 

⑪
 

⑩ ⑨ ⑧
 
る
が
、
こ
の
呼
称
も
近
衛
家
の
女
性
に
世
襲
さ
れ
て
い
た
様
子
で
、

々
記
」
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

尚
通
の
関
白
在
任
は
、
本
論
で
掲
げ
た
期
間
の
ほ
か
、
永
正
十
年
か
ら
同

十
一
年
に
も
あ
る
。

前
掲
註
⑥
拙
稿
。

信
楽
庄
へ
年
貢
の
催
促
に
遣
わ
さ
れ
た
家
司
と
し
て
「
雑
々
記
」
か
ら
能

円
・
治
光
朝
臣
・
源
栄
・
慶
順
・
実
円
等
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
源
栄
は
本
論
で
述
べ
た
一
乗
院
良
誉
の
外
祖
父
で
あ
る
。
慶
順

は
明
応
四
年
(
-
四
九
五
）
十
一
月
二
十
七
日
卒
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
、

政
家
は
彼
の
死
を
悲
し
ん
で
い
る
（
「
後
法
興
院
記
」
）
。

宇
坂
庄
へ
は
代
々
北
小
路
氏
が
遣
わ
さ
れ
て
お
り
、
房
嗣
・
政
家
の
代

は
俊
宣
。
俊
宣
出
家
（
「
後
法
興
院
記
」
明
応
三
年
八
月
二
十
八
日
）
後

は
、
そ
の
息
、
俊
泰
が
下
向
し
て
い
る
。

「
雑
事
要
録
」
で
は
、
信
楽
郷
内
の
知
行
地
と
し
て
は
第
1
表
に
掲
げ
た

も
の
に
区
分
さ
れ
る
が
、
「
後
法
興
院
記
」
か
ら
は
も
う
少
し
細
分
し
た

知
行
地
名
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
神
山
郷
（
文
明
十
三
年

六
月
十
五
日
条
等
）
•
江
田
郷
（
文
明
十
三
年
六
月
十
五
日
条
等
）
•
長

野
郷
（
文
明
十
三
年
六
月
二
十
二
日
条
等
）
・
作
原
郷
（
文
明
十
六
年
十

月
五
日
条
等
）
で
、
い
ず
れ
も
材
木
が
公
事
物
で
あ
る
。

明
応
元
年
九
月
六
日
、
嗣
広
に
返
付
（
「
後
法
興
院
記
」
）
。
し
か
し
明
応

十
年
分
か
ら
再
び
収
入
の
記
載
が
あ
る
。
近
衛
家
に
戻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

、LO
ぅ
力
大
永
三
年
、
給
善
三
郎
（
「
雑
々
記
」
池
尾
条
）
。

（
西
洞
院
）

文
明
十
六
年
、
当
年
遣
時
顕
朝
臣
（
「
雑
事
要
録
」
革
嶋
内
火
打
田
条
）
。

文
明
十
九
年
か
ら
再
び
近
衛
家
領
と
し
て
収
入
が
記
載
さ
れ
、
文
亀
―
―
一
年
、

「雑
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⑮
 
給
清
重
（
「
雑
事
要
録
」
革
嶋
内
火
打
田
条
）
と
あ
る
。

大
永
三
年
、
給
以
康
（
「
雑
々
記
」
小
厩
名
条
）
。
な
お
、
以
康
の
初
名

は
尊
千
世
丸
と
い
い
、
明
応
三
年
十
二
月
二
十
七
日
元
服
（
「
後
法
興
院

記」）。

文
明
十
三
年
、
宛
行
海
住
山
郵
梱
‘
十
一
丈
也
（
「
雑
事
要
録
」
東
洞
院

御
地
条
）
。
「
後
法
興
院
記
」
文
明
十
三
年
四
月
二
十
七
日
、
同
六
月
十
三

日
、
同
十
一
月
二
十
六
日
に
関
連
記
事
あ
り
。

（
憶
小
路
）

文
明
十
三
年
、
返
付
親
康
（
「
雑
事
要
録
」
猪
熊
庄
条
）
。

（
北
小
路
）

文
明
十
七
年
、
宛
行
俊
宣
朝
臣
（
「
雑
事
要
録
」
桂
内
永
末
名
条
）
。

大
永
三
年
、
給
以
康
（
「
雑
々
記
」
苺
主
名
条
）
。

文
明
十
九
年
、
返
付
実
治
（
「
雑
事
要
録
」
天
王
畑
条
）
。

永
正
二
年
、
時
長
給
分
（
「
雑
事
要
録
」
本
御
位
田
条
）
。

註
⑫
と
同
じ
。

大
永
―
―
一
年
、
給
時
長
（
「
雑
々
記
」
政
所
米
条
）
。

長
享
二
年
、
自
当
年
四
ケ
年
可
知
行
也
（
「
雑
事
要
録
」
鷹
司
室
町
地
子

条）。
明
応
九
年
、
永
代
泊
却
、
香
西
又
六
取
之
（
「
雑
事
要
録
」
小
薬
院
条
）
。

文
亀
三
年
四
月
十
六
日
、
1

一
千
七
百
疋
1

一
泊
却
（
「
雑
事
要
録
」
番
匠
給
条
）
。

「
雑
事
要
録
」
文
明
十
九
年
冨
家
殿
条
。

「
後
法
興
院
記
」
文
正
二
年
八
月
二
日
条
伝
聞
、
公
武
御
憑
之
儀
停
止

云
々
、
京
都
之
式
無
合
戦
宴
々
之
紘
云
々
。

と
あ
り
、
翌
年
八
月
一
日
に
八
朔
の
記
事
は
み
え
な
い
。
応
仁
の
乱
の
た

め
行
事
を
と
り
や
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

八
朔
が
貴
族
の
間
に
復
活
す
る
の
は
、
「
後
法
興
院
記
」
に
よ
れ
ば
、

文
明
十
二
年
か
ら
で
、
対
武
家
と
は
前
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑲ 

「
後
法
興
院
記
」
明
応
九
年
八
月
一
日
条
。

「
雑
事
要
録
」
明
応
九
年
八
朔
の
項
、

禁
裏
様
扇
一
本
、
引
十
帖
、
御
返
、
短
尺
二
百
枚
、
引
十
帖
、

竹
園
太
刀
金
、
杉
原
十
帖
、
御
返
、
香
炉
、
引
十
帖
、

室
町
殿
太
刀
金
、
引
舟
帖
、
御
返
、
太
刀
金
、
引
廿
帖
、

前
掲
平
山
敏
治
郎
「
多
羅
尾
氏
に
つ
い
て
」
。

「
後
法
興
院
記
」
長
享
元
年
十
一
月
二
十
五
日
、
同
十
二
月
十
八
日
、
長

享
二
年
四
月
二
十
―
―
一
日
、
長
享
三
年
正
月
十
九
日
、
延
徳
四
年
三
月
十
八

日。増
蓮
は
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
十
一
月
二
十
五
日
、
六
十
歳
で
入
滅
し

て
い
る
（
「
後
法
興
院
記
」
）
。
誕
生
は
こ
の
年
か
ら
逆
算
し
て
、
永
享
六

年
（
一
四
三
四
）
と
な
る
。
政
家
の
誕
生
は
文
安
元
年
（
一
四
四
三
）
で

あ
る
。

応
永
十
二
年
（
一
四

0
五
）
五
月
十
四
日
、
山
科
教
言
邸
が
火
事
で
焼
け

た
。
山
科
家
で
は
す
ぐ
邸
宅
の
建
築
を
始
め
る
が
、
こ
の
時
、
河
原
者
が

壁
塗
り
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
（
「
教
言
卿
記
」
応
永
十
二
年
八
月
十
三

日
、
同
二
十
三
日
）
。
近
衛
邸
で
も
同
様
の
作
業
と
し
て
雇
わ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

ま
た
「
教
言
卿
記
」
応
永
十
四
年
八
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
晦
日
ま
で

に
湯
殿
を
新
築
し
た
記
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
雑
事
要
録
」
の
時

代
よ
り
少
し
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
参
考
と
し
て
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
、

八
月
十
九
日
の
風
呂
釜
の
購
入
に
始
ま
る
。

風
呂
釜
は
宗
金
と
い
う
僧
と
当
初
「
三
貫
」
で
契
約
さ
れ
た
。
し
か
し

釜
は
一
部
破
損
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
二
十
疋
値
切
り
、
引
き
取
る
時

さ
ら
に
二
十
疋
値
切
っ
て
い
る
。
「
中
間
巳
下
六
人
、
厩
者
二
人
、
仕
丁
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（
付
記
）
本
稿
は
尚
通
公
記
研
究
会
（
代
表
鶴
崎
裕
雄
氏
）
で
の
成
果
の
一
環

で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
陽
明
文
庫
主
事
名
和
修
•
関
西
大
学
教
授
有

坂
隆
道
・
薗
田
香
融
の
諸
先
生
方
を
は
じ
め
尚
通
公
記
研
究
会
の
諸
氏

か
ら
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
謹
し
ん
で
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

⑲ ⑱ ⑰ ⑱ ⑮ 

四
人
、
以
上
十
二
人
」
で
昇
き
引
き
取
っ
た
。

九
月
九
日
、
風
呂
の
材
木
を
嵯
峨
か
ら
購
入
。

両
柱
十
二
本
幹
釈
桧
木
也
、
栗
木
柱
廿
本
、
七
百
文
、
二
支
替
五
束
、

五
百
文
、
車
力
百
文
、
以
上
二
貫
廿
文
也
、

同
二
十
三
日
に
釜
を
修
理
し
、
七
百
文
下
行
し
た
。

十
月
十
四
日
か
ら
風
呂
を
作
り
姶
め
、
同
二
十
九
日
に
棟
上
祝
い
を
行

ぃ
、
大
工
に
百
疋
下
行
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
番
匠
は
延
十
五
人
、
塗
師

一
人
、
大
エ
（
延
三
人
力
）
、
人
夫
三
人
が
来
て
い
る
。

棟
上
祝
い
の
後
、
再
び
番
匠
が
延
十
六
人
来
て
、
風
呂
板
を
敷
き
、
釜

水
ノ
レ
ウ

を
据
え
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
湯
桶
師
が
「
風
呂
桶
、
大
桶
、
湯
ノ
レ
ウ

四
」
に
よ
り
三
百
（
文
ヵ
）
下
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
一
月
晦
日

か
ら
入
り
始
め
て
い
る
。

釜
と
石
に
は
当
初
手
付
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
三
貫
五

0
0文
、
五

0
0

文
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
支
払
い
は
本
論
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
後
法
興
院
記
」
長
享
三
年
六
月
十
一
日
条
。

甜
項
翡
紅
紐
5

『
京
都
市
の
地
名
』
（
平
凡
社
刊
）
実
相
院
条
。

茶
々
御
所
・
宝
珠
院
が
政
家
の
姉
で
あ
る
こ
と
は
、
「
後
法
興
院
記
」
文

明
十
九
年
五
月
十
六
日
条
（
茶
々
御
所
）
、
明
応
四
年
十
月
五
日
条
（
宝
珠

院
）
に
よ
る
。
な
お
、
端
御
所
は
註
⑦
参
照
。

こ
の
当
時
の
綿
は
真
綿
（
繭
綿
）
で
あ
る
。
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